









Chinese Paintings Imported to Pre-Meiji Japan
(Kowatari) as Seen in the Magazine Kokka : The
Early Twentieth-century Japanese Evaluation of




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































無準自画賛 無準禅師筆達磨郁山主政黄牛図（第 243 号）
三幅対 左朝陽／中布袋／右対月
牧渓自画賛／牧渓筆
賛ゑんけい／左ニ同 古画布袋、朝陽、対月（第 272 号）
二幅対 左龍／右虎 牧渓筆 牧谿筆龍図（第 209 号）？ 牧谿虎図（第 268 号）？




二幅対 龍／虎 牧渓筆 牧谿筆龍図（第 209 号）？ 牧谿虎図（第 268 号）？









































































































































































































































































































































































作　品 作品補足 作　者 『國華』掲載
遠浦帰帆 大幅 玉澗筆
漁村夕照 大幅 玉澗筆
洞庭秋月 大幅 玉澗筆 伝玉澗筆洞庭秋月図（第 498 号）
山市晴嵐 大幅 玉澗筆 伝玉澗筆山市晴嵐図（第 429 号）
遠寺晩鐘 牧渓筆
江天暮雪 牧渓筆
平沙落雁 牧渓筆 伝牧谿筆平沙落雁図（第 410 号）
瀟湘夜雨 牧渓筆















八々鳥 牧渓 牧谿筆叭哥鳥図（第 218 号）？
犬画 毛益
梅ニ鶯画 徐熙







五幅 左龍猿／中観音／右鶴虎 牧渓和尚絵 牧谿筆猿鶴図（第 185 号）、牧渓筆白衣観音図（第265 号）
二幅 龍／虎 牧渓 牧渓筆龍虎図（第 190 号）
二幅 猿猴／芙蓉 牧渓













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































区　分 名　前 生没年 略　伝 点数
個人
中井敬所 1831‒1909 篆刻家。 3
片野氏［邑平？］ － － 2
上野氏［理一］ 1848‒1919 号有竹斎。朝日新聞に入社後、村山と共同経営。國華社を経済的に支援。 1
大橋氏［介二郎？］ － － 1
鹿嶋岩蔵 1844‒1912 実業家、鹿島組を創設。 1
川端玉章 1842‒1913 名滝之助。日本画家。 1
村山氏［龍平］ 1850‒1933 号香雪庵。大阪で「朝日新聞」を創刊。國華社を経済的に支援。 1
森岡氏 － － 1
山本舜挙 － 書家。 1
旧大名家・
公家
秋元興朝 1857‒1917 上野館林藩秋元家第 2 代当主礼朝（1848‒1883）の養子。子爵。春朝は子。 2
黒田長成 1867‒1939 筑前福岡藩黒田家第 12 代当主長知（1838‒1902）の子。侯爵。 2
前田利同 1856‒1921 越中富山藩前田家第 13 代当主。伯爵。 2
近衛篤麿 1863‒1904 五摂家の筆頭、従一位近衛家・忠房の子。公爵。政治家。 1
画伯狩野氏 － 本文の記述によれば木挽町狩野家の可能性が高い。 1
松平頼聡 1834‒1903 讃岐高松藩松平（水戸）家第 11 代当主。伯爵。 1

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































酒井忠道 1851‒? 若狭小浜藩酒井家第 12 代当主忠義（1813‒1873 第 14 代を再襲後は忠禄と改名）の子。伯爵。 3
松平直亮 1864‒1940 出雲松江藩松平（越前）家第 10 代当主定安（1835‒1882）の子。伯爵。茶人。 3
津軽承昭 1840‒1916 陸奥弘前藩津軽家第 12 代当主。伯爵。 2
徳川義親 1886‒1976 名古屋尾張藩徳川家第 18 代当主義礼（侯爵）の養子。父は松平慶永（春嶽）。 2
大久保忠一 － 相模小田原藩大久保家第 9 代当主忠礼（1841‒1897 子爵）の子。 1
近衛篤麿 前出 1
三条公美 1875‒? 閑門流藤原氏の嫡流・清華家三条実美（1837‒1891 公爵）の子。 1
伊達宗基 1866‒1917 陸奥仙台藩伊達家第 14 代当主。伯爵。 1
徳川達道 1872‒? 三卿の一つ、一橋家第 10 代当主茂栄（1831‒84）の子。伯爵。 1
牧野貞寧 1857‒1916 常陸笠間藩牧野家第 9 代当主。子爵。 1
個人
村山龍平 前出 4
赤星弥之助 1853‒1904 実業家。鉄馬は子。 3
馬越恭平 1844‒1933 号化生。三井系実業家。 3
上野理一 前出 2
内田耕作 － － 2
岡崎正親 － － 1
川端玉章 前出 1
柴田源七 1866‒? 柴田商店代表取締役、長浜貯金銀行・二十一銀行頭取。 1
野村素勺 － － 1
原富太郎 1868‒1839 号三渓。実業家、茶人。 1
別府金七 1860‒? 割烹店竹葉亭主人。 1
平瀬亀之助 1839‒1908 号露香。第三十二国立銀行、大阪株式取引所を創立。1903、1906 年入札。 1
森元網三郎 － － 1
吉澤浅太郎 － － 1
吉田丹次郎 － － 1
勲功華族
井上馨 1835‒1915 号世外。長州藩出身、政治家。1884 年 7 月 7 日伯爵、1907 年9 月 21 日侯爵。 8
岩崎弥之助 1851‒1908
号静嘉堂。兄・弥太郎（1834‒85）と共に三菱財閥を創設、二


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（1892 年 3 月）掲載
図 4　伝禅月大師（貫休）筆十六
羅漢図　京都　高台寺蔵　『國華』第







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































号（1902 年 10 月）掲載
図 6　唐人李真筆不空金剛像
京都　教王護国寺蔵　『國華』第 198 号











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































号（1906 年 4 月）掲載
図 8　仇英筆山水図
東京　帝室博物館蔵　『國華』第





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































（1899 年 11 月）掲載
図 10　伝高然暉筆夏山雨後図
東京　子爵秋元興朝蔵　『國華』第
211 号（1907 年 12 月）掲載
図 11　伊孚九（伊海）筆山水図
京都　森元網三郎蔵　『國華』第 174








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1913 年 4 月 4 日 第 15 回 前田侯爵家
1914 年 4 月 3 日 第 16 回 松浦伯爵家
1915 年 4 月 2 日 第 17 回 大倉美術館
1916 年 4 月 9 日 第 18 回 酒井伯爵家
1917 年 5 月 5 日 第 19 回 浅野侯爵家
1918 年 4 月 14 日 第 20 回 三渓園
1919 年 4 月 13 日 第 21 回 青山荘
1920 年 4 月 第 22 回 （展観が実施されず）
1921 年 10 月 9 日 第 23 回 徳川公爵家
1922 年 10 月 8 日 第 24 回 岩崎男爵家
1923 年 （大会が実施されず）
1924 年 5 月 第 25 回 （展観が実施されず）
1925 年 5 月 17 日 第 26 回 松平伯爵家（旧松江藩）
1926 年 5 月 17 日 第 27 回 楽浪郡王墓発掘品
1927 年 5 月 1 日 第 28 回 神田鐳蔵氏所蔵浮世絵
1928 年 5 月 6 日 第 29 回 松平子爵家楽翁公遺品
1929 年 11 月 3 日 第 30 回 前田侯爵家
1930 年 5 月 11 日 第 31 回 小泉策太郎
1931 年 5 月 10 日 第 32 回 益田男爵家
1932 年 5 月 15 日 第 33 回 細川侯爵家
1933 年 5 月 14 日 第 34 回 浅野侯爵家
1934 年 5 月 13 日 第 35 回 團伊能・牧田環・益田孝・大島雅太郎（於丸ノ内日本工業倶楽部）
1935 年 5 月 12 日 第 36 回 三井家（於笄町集会所）
1936 年 5 月 10 日 第 37 回 酒井伯爵家（旧姫路藩）
1937 年 5 月 第 38 回 （展観が実施されず）
1938 年 5 月 15 日 第 39 回 毛利公爵家
1939 年 5 月 13 日 第 40 回 島津公爵家・帝室博物館
1940 年 5 月 12 日 第 41 回 井上侯爵家
1941 年 5 月 11 日 第 42 回 上杉伯爵家
1942 年 5 月 9 日 第 43 回 池田侯爵家
1943 年 5 月 8 日 第 44 回 根津美術館
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年月日 入札目録名 会　場 備　考
1903 年 4 月 9 日 平瀬家所蔵品（堺卯楼） 大阪美術倶楽部 （筆者未見）
1906 年 11 月 11 日 平瀬家所蔵品（大阪商盛組会場）（第二回） 大阪美術倶楽部 （筆者未見）
1911 年 11 月 6 日 片野邑平氏遺愛品入札 東京美術倶楽部 （筆者未見）
1916 年 5 月 16 日 仙台伊達家御蔵品入札 東京美術倶楽部
1916 年 10 月 30 日 川端氏（東京）当市某大家所蔵品 名古屋美術倶楽部 （筆者未見）
1917 年 3 月 6 日 当市岩本氏所蔵品入札 大阪美術倶楽部
1917 年 5 月 14 日 秋元子爵家御蔵器入札 東京美術倶楽部
1917 年 6 月 11 日 赤星家所蔵品入札 東京美術倶楽部
1917 年 10 月 8 日 第二回赤星家所蔵品入札 東京美術倶楽部
1917 年 10 月 15 日 第三回赤星家所蔵品入札 東京美術倶楽部
1917 年 11 月 22 日 津軽伯爵家御蔵器入札 東京美術倶楽部
1917 年 12 月 19 日 京都前市長井上密氏遺愛品大阪本出氏所蔵品入札 大阪美術倶楽部
1918 年 6 月 10 日 近衛公爵御蔵器第二回入札 東京美術倶楽部
1921 年 11 月 7 日 尾州徳川家御蔵品入札 東京美術倶楽部
1921 年 11 月 17 日 尾州徳川家御蔵品第二回売立 名古屋美術倶楽部
1923 年 6 月 14 日 若州酒井伯爵家御所蔵品入札 東京美術倶楽部
1925 年 5 月 11 日 子爵松平家御蔵品入札目録 東京美術倶楽部
1925 年 5 月 25 日 前田侯爵家御蔵器 東京美術倶楽部 （筆者未見）
1925 年 11 月 9 日 井上侯爵家御所蔵品入札 東京美術倶楽部
1928 年 3 月 26 日 前公爵松方家蔵品入札 東京美術倶楽部
1928 年 4 月 9 日 前公爵松方家蔵品第二回入札 東京美術倶楽部
1928 年 5 月 28 日 公爵島津家蔵品入札目録 東京美術倶楽部
1928 年 6 月 18 日 広岡家蔵品入札 大阪美術倶楽部
1928 年 10 月 11 日 神戸川崎男爵家蔵品入札目録 大阪美術倶楽部
1929 年 3 月 4 日 公爵島津家御蔵品入札 東京美術倶楽部
1929 年 5 月 10 日 男爵藤田家蔵品 大阪美術倶楽部 （筆者未見）
1929 年 10 月 14 日 公爵島津家御蔵品入札 東京美術倶楽部
1932 年 5 月 17 日 松洞庵小津家所蔵品入札目録 京都美術倶楽部
1933 年 6 月 26 日 双軒庵美術集成図録 東京美術倶楽部
1933 年 10 月 11 日 続双軒庵美術集成図録 東京美術倶楽部
1934 年 1 月 22 日 双軒庵目録 東京美術倶楽部
1934 年 4 月 5 日 香雪斎蔵品展観目録 大阪美術倶楽部
1936 年 3 月 12 日 長春閣蔵品展観図録［表紙］／神戸川崎男爵家蔵品入札目録［中扉］ 大阪美術倶楽部
1936 年 6 月 22 日 皎亭文庫内野家並某家蔵品入札 東京美術倶楽部
1937 年 4 月 13 日 香雪斎蔵品展観目録 大阪美術倶楽部
1943 年 10 月 25 日 入札目録 根津美術館東京美術会館出張


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 12　1917 年 4月 28 日國華社春季茶話会出品作品
（中国絵画のみ）
作者名 作品名 所蔵者 『國華』掲載
伝馬遠 山水図 岩崎小弥太 第 234 号
釈漙光 十六羅漢帖 岩崎小弥太 第 333 号
伝任月山 楼閣山水図双幅 川崎芳太郎 第 321 号
－ 竹林山水図 岩崎小弥太 第 308 号
呂紀 四季花鳥図四幅 島津忠承 第 328、335 号
王問 漁楽図 岩崎小弥太 第 310 号
詹景鳳 山水図 住友吉左衛門 第 329 号
李士達 歳朝題詩図 岩崎小弥太 －
倪元璐 山水図 岩崎小弥太 第 391 号
呉振 渓山秋思図 岩崎小弥太 第 370 号
関思 月夜訪友図 岩崎小弥太 第 299 号
馮起震・馮可賓 墨竹図 岩崎小弥太 －
王建章 川至日升図 岩崎小弥太 第 304 号
張彦 山水図 岩崎小弥太 第 392 号
陳紹英 山水図 岩崎小弥太 第 306 号
陳賢 老子過関図 岩崎小弥太 第 327 号
曹有光 山水図 岩崎小弥太 第 311 号
李寅 平遠山水図 岩崎小弥太 第 319 号



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































川崎正蔵 1837‒1912 川崎造船所を創設。芳太郎は養子（1869‒1920　1920 年 1 月 13 日男爵） 5
住友吉左衛門 1864‒1926 名友純、号春翠・泉屋。住友本家第十五代。1911 年 8 月 25 日男爵。 4
森村開作 1873‒? 6 代森村市佐衛門（1839‒1919　1915 年 12 月 1 日男爵）の子。日本貿易協会長。 3
個人
村山龍平 前出 3
小津清左衛門 1888‒? 元禄年間に創業した老舗の末裔。小津銀行代表社員。 2
西川文蔵 － － 2
井汲倉蔵 － － 1
井上密 1867‒1916 法学者。1917 年入札。 1
岩本栄之助 1877‒1916 株式相場師。1917 年入札。 1
木下吉之丞 － － 1
桑名鉄城 1864‒1938 号九華印室。篆刻家。 1
白井義胤 － － 1
高松長左衛門 － － 1
土井林吉 1871‒1952 号晩翠。詩人・英文学者。 1
長谷川治郎兵衛 － － 1
松本松蔵 － 号双軒庵。実業家、九州電気軌道株式会社重役。 1
村上柯吉 1889‒? 千代田石油株式会社社長。 1





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































区　分 名　前 生没年 略　歴 点数
旧大名家・公家











任。1884 年 7 月 7 日伯爵、1922 年 9 月 18 日公爵）の子で、
十五銀行取締役。1927 年 12 月 19 日爵位返上。1928 年入札。
7
川崎武之助 前出 5
藤田平太郎 － 藤田伝三郎（1841‒1912　号香雪斎。藤田組を創立。1911 年8 月 25 日男爵）の長男。 5
原嘉道 1867‒1944 弁護士、のち枢密院議長。1944 年 8 月 7 日男爵。 2
神田金樹 1885‒? 英文学者神田乃武（1857‒1923　1898 年 7 月 4 日男爵）の子。 1
郷誠之助 1865‒1942 政治家郷純造（1900 年 5 月 9 日男爵）の子。実業家、財界人。 1
長与又郎 1878‒1941 長与専斎（1838‒1902）の子。病理学者。1941 年 8 月 15 日男爵。 1
森村開作 前出 1
個人
広岡恵三 1876‒? 1901 年先代信五郎の養子となり、1904 年家督相続。加島銀行頭取。1928 年入札。 3
宗像九一郎 － － 2
馬越恭平 前出 2
本山豊実 － 古美術商。 1
福井貞一郎 － － 1
山田他人夫 － － 1
茂木七郎右衛門 前出 1
尾本龍 － － 1
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































京 都　 井 上 密 蔵　『 國 華 』 第 273 号

































































































































































































































































































































































































































































































































































『國華』第 328 号（1917 年 9 月）掲載
図 14　沈南蘋（沈銓）筆花鳥図
東京　侯爵井上勝之助蔵




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































号（1912 年 6 月）掲載
図 16　石鋭筆金碧楼閣山水図
東京　侯爵井上馨蔵　『國華』第 230
号（1909 年 7 月）掲載
図 17　藍瑛筆秋景山水図
東京　男爵岩崎小弥太蔵　『國華』































































































『國華』第 304 号（1915 年 9 月）掲載
図 19　張瑞図筆月夜図
大阪市　菅沼正俊蔵　『國華』第 507 号（1933 年 2 月）掲載
図 20　陳賢筆釈像図巻
大阪市　山中吉郎兵衛蔵
『國華』第 568 号（1938 年 3 月）掲載
図 21　江稼圃筆山水図
伊勢　小津清左衛門蔵　『國華』



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































275 号（1913 年 4 月）掲載
図 23　梁楷筆六祖図
東京　伯爵松平直亮蔵　『國華』










































































































































































































































































東京　伯爵松平直亮蔵　『國華』第 291 号（1914 年 8 月）掲載
図 26　伝玉澗筆山市晴嵐図

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































区　分 名　前 生没年 略　歴 点数
個人
武藤金太 － 武藤山治（1867‒1934　実業家、政治家。帝人事件を告発して暗殺される）の子。 5
根津嘉一郎 1860‒1940 号無事庵、青山。東武系実業家。1941 年に根津美術館を開館。1943 年入札。 5
菅沼正俊 － － 3
原富太郎 前出 3
内野晋 － 内野皎亭（名五郎三。漢学者）の子か。1936 年入札。 2
加藤正治 1871‒1952 法学者・俳人。 2
長尾欽弥 1892‒? 株式会社栄養と育児の会を創業。 2
久田益太郎 1870‒? 帝国朝日銀行・帝国土地興行専務、原田積善会会長（任 1934‒42）。 2
守屋孝蔵 1876‒1953 弁護士。 2
北村太三郎 － － 1
児玉実徳 － － 1
住友寛一 1896‒1956 吉左衛門の長男、住友分家となる。 1
原邦造 1883‒1958 財界人。 1
山中吉郎兵衛 1845‒1917 山中商会を創設。 1
勲功華族









藤田徳次郎 1880‒1935 藤田伝三郎（前出）の次男で、1920 年に分家。 1
旧大名家・
公家












































































































































































































































































































































































































































































































































































院体画（清） 沈南蘋 3章声 1
る
。
　
道
釈
画
で
は
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
の
み
記
載
の
あ
る
蔡
山
が
初
め
て
登
場
す
る
。
ま
た
、
西
金
居
士
筆
羅
漢
図
（
第
五
八
〇
号
）
は
落
款
を
有
す
る
唯
一
の
作
例
で
、
そ
の
解
読
に
よ
り
仏
画
師
集
団
が
多
く
活
動
し
た
寧
派
で
制
作
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
当
時
最
新
の
研
究
に
も
96　
と
づ
い
て
そ
の
作
者
の
名
前
が
正
し
く
は
「
金
大
受
」
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
た）180
（
。
　
文
人
画
で
は
、
清
代
の
王
原
祁
、
王
鑑
、
釈
道
済
（
字
石
濤
）
が
新
た
に
登
場
す
る
。
特
に
前
二
者
は
い
わ
ゆ
る
四
王
の
う
ち
の
二
人
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
新
来
に
多
く
見
ら
れ
る
作
者
で
あ
る
が
、
当
時
の
所
蔵
者
ま
た
は
旧
蔵
者
か
ら
本
論
で
は
暫
定
的
に
古
渡
と
す
る）181
（
。
　
院
体
画
（
明
・
清
）
で
は
、
雪
舟
が
明
で
見
い
だ
し
た
二
人
の
師
の
一
人
と
し
て
す
で
に
著
名
で
あ
っ
た
李
在
が
新
た
に
登
場
す
る）182
（
。
　
第
三
節　
「
近
代
名
物
」
と
「
書
画
一
致
」
　
前
出
の
高
橋
龍
雄
（
梅
園
）
は
、『
茶
道
』
の
初
版
か
ら
二
年
後
の
一
九
三
一
年
、
そ
の
姉
妹
書
と
し
て
茶
道
名
物
一
覧
に
そ
の
名
称
の
由
来
と
名
物
談
を
加
え
た
『
茶
道
名
物
考
』
を
出
版
し
た
。
そ
の
構
成
は
墨
蹟
・
宋
元
名
画
・
古
筆
切
・
茶
入
・
茶
碗
・
裂
・
香
合
・
香
・
釜
が
独
立
項
目
と
さ
れ
、
各
項
に
「
入
札
高
値
表
」、
末
尾
に
「
国
宝
」
一
覧
が
付
さ
れ
た
。
　
ま
ず
自
序
で
は
、
宋
元
名
画
を
含
め
た
茶
道
具
の
実
態
が
い
ず
れ
も
そ
の
本
国
で
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
品
々
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
を
逆
手
に
と
り
、
む
し
ろ
日
本
人
の
外
来
文
化
の
包
容
力
と
自
己
発
展
性
の
強
さ
と
し
て
評
価
し
た）183
（
。
ま
た
「
宋
元
名
画
」
の
一
覧
は
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
及
び
『
古
今
名
物
類
聚
』
か
ら
採
用
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
前
出
の
『
唐
宋
元
明
名
画
大
観
』
か
ら
の
抜
粋
も
付
さ
れ
た）184
（
。
さ
ら
に
「
宋
元
名
画
の
話
」
で
は
、
茶
人
が
殊
に
賞
玩
す
る
の
は
宋
元
の
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
唐
画
や
明
画
に
比
べ
て
最
も
禅
味
茶
味
に
適
合
す
る
た
め
で
あ
る
。
元
代
の
倪
瓉
や
黄
公
望
（
元
末
四
大
家
）
は
頗
る
風
雅
に
富
む
が
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
は
記
載
さ
れ
ず
、
抹
茶
式
よ
り
も
煎
茶
式
の
も
の
で
文
人
畑
に
属
す
る
。
抹
茶
式
で
は
牧
渓
が
日
本
に
最
大
の
影
響
を
与
え
た
と
い
う）185
（
。
　
従
っ
て
、
こ
の
書
は
『
古
今
名
物
類
聚
』
以
来
、
近
代
数
寄
者
の
立
場
か
ら
初
め
て
茶
道
具
に
お
け
る
「
掛
物
」
を
「
墨
蹟
」「
宋
元
名
画
」「
古
筆
切
」
と
し
て
明
確
に
定
義
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
規
定
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
宋
元
画
」
は
こ
の
時
ま
で
に
民
間
所
蔵
品
の
公
開
・
入
札
、
日
中
合
同
の
中
国
古
画
展
、
及
び
国
宝
保
存
法
・「
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律
」
に
よ
っ
て
前
代
以
上
の
価
値
付
け
を
得
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
『
茶
道
名
物
考
』
に
よ
っ
て
い
わ
ば
「
近
代
名
物
」
の
一
つ
と
し
て
確
実
に
定
着
さ
れ
る
に
至
っ
た）186
（
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、『
國
華
』
は
『
古
今
名
物
類
聚
』
の
時
代
に
は
実
見
し
え
な
か
っ
た
名
物
の
公
開
を
促
進
し
、
個
々
の
作
品
の
来
歴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
作
者
を
制
作
史
に
位
置
付
け
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
そ
れ
に
貢
献
し
た
と
い
え
る
。
　
他
方
、
近
代
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
近
代
数
奇
者
が
確
立
し
た
「
近
代
名
物
」
の
価
値
は
こ
の
時
期
ま
で
に
す
で
に
相
対
化
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
瀧
精
一
「
日
本
美
術
の
進
展
」
で
は
日
本
美
術
の
中
で
規
模
の
小
さ
な
零
細
な
も
の
に
長
所
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
渋
み
に
最
大
の
妙
趣
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
は
茶
の
湯
趣
味
復
興
の
影
響
で
あ
る
。
茶
の
湯
趣
味
の
本
領
が
そ
の
長
所
に
　97
　『國華』にみる古渡の中国絵画
あ
る
の
は
結
構
だ
が
、
そ
れ
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
と
い
う）187
（
。
彼
ら
の
関
心
は
む
し
ろ
東
洋
絵
画
の
特
質
、
す
な
わ
ち
「
書
画
一
致
」
と
い
う
価
値
観
に
あ
っ
た
。
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
一
九
〇
〇
年
代
以
降
、
一
方
で
西
洋
絵
画
、
他
方
で
書
を
意
識
し
た
東
洋
絵
画
に
対
す
る
認
識
が
あ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
代
以
降
、
新
来
の
作
品
群
の
将
来
は
文
人
画
に
対
す
る
評
価
、
ま
た
書
を
画
と
共
に
評
価
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
年
代
に
は
、
画
史
画
論
研
究
を
ふ
ま
え
、
書
を
画
と
同
等
に
自
己
表
現
の
手
段
と
み
な
し
た
。
そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
は
、
中
国
絵
画
史
の
中
で
院
体
画
と
文
人
画
と
を
対
等
に
論
じ
る
だ
け
で
な
く
、
東
洋
絵
画
の
特
質
と
し
て
特
に
「
書
画
一
致
」
を
重
視
す
る
に
至
っ
た
と
い
え
る
。
　
例
え
ば
、
渡
辺
崋
山
の
百
年
忌
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
と
そ
の
図
録
に
関
し
て
、
崋
山
は
元
来
書
に
す
ぐ
れ
、
そ
の
画
に
は
明
ら
か
に
書
画
一
致
の
妙
が
あ
る
。
そ
の
画
芸
は
南
画
を
超
越
し
て
い
て
、
単
に
明
清
の
糟
粕
を
学
ぶ
に
甘
ん
ず
る
多
く
の
南
画
と
は
類
を
異
に
す
る
と
い
う）188
（
。
ま
た
、
瀧
精
一
「
日
本
美
術
と
支
那
美
術
」
で
は
日
中
両
国
に
お
い
て
は
書
の
よ
う
な
主
観
的
美
術
が
発
達
し
た
こ
と
が
そ
の
特
性
で
あ
り
、
作
家
の
人
格
、
す
な
わ
ち
技
術
を
超
越
し
た
所
に
美
術
の
本
義
が
あ
る
。
従
っ
て
、
文
学
な
ど
諸
般
の
美
術
に
対
す
る
相
互
の
連
関
や
総
合
の
要
求
が
生
じ
、
一
人
の
作
家
が
多
く
の
美
術
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
精
神
力
が
問
わ
れ
た
と
い
う）189
（
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
書
画
の
世
界
は
制
作
面
で
も
研
究
面
で
も
な
お
分
離
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
価
値
観
は
前
代
ま
で
の
単
な
る
継
承
で
は
な
く
、
新
た
な
状
況
の
中
で
漸
次
獲
得
さ
れ
て
き
た
も
の
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
書
画
一
致
」
を
含
む
「
東
洋
絵
画
」
の
特
質
と
は
、
む
し
ろ
西
洋
絵
画
と
の
対
抗
上
、
近
代
の
美
術
史
研
究
者
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
一
方
的
に
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
　
『
國
華
』
に
お
け
る
古
渡
の
中
国
絵
画
は
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
そ
の
掲
載
点
数
は
ま
だ
少
な
く
、
そ
の
所
蔵
者
及
び
内
容
は
限
定
さ
れ
た
。
民
間
所
蔵
品
の
公
開
に
伴
い
、
一
九
〇
〇
年
代
に
は
掲
載
点
数
上
第
一
の
ピ
ー
ク
と
な
り
、
質
的
に
も
向
上
し
た
。
こ
の
時
ま
で
に
、
主
と
し
て
前
代
ま
で
の
茶
の
湯
の
名
物
が
新
た
に
作
者
中
心
の
制
作
史
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、「
宋
元
画
」
に
対
す
る
評
価
が
成
立
し
た
。
次
に
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
は
掲
載
点
数
上
第
二
・
第
三
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
と
同
時
に
新
来
の
中
国
絵
画
が
掲
載
さ
れ
、
特
に
文
人
画
評
価
の
契
機
と
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
ま
で
に
古
渡
の
明
代
お
よ
び
清
代
の
院
体
画
（
特
に
浙
派
）
と
二
流
文
人
画
の
評
価
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
特
に
禅
画
は
文
人
画
の
先
駆
と
み
な
さ
れ
た
。
最
後
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
古
渡
の
中
国
絵
画
の
掲
載
は
終
息
に
向
か
う
が
、
前
代
ま
で
の
価
値
観
が
近
代
と
い
う
新
し
い
状
況
の
中
で
変
質
し
、
最
終
的
に
中
国
絵
画
と
密
接
に
関
連
し
た
「
近
代
名
物
」
と
「
書
画
一
致
」
と
い
う
価
値
観
が
確
立
し
た
。
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民
間
所
蔵
品
に
つ
い
て
は
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
す
で
に
そ
の
公
開
へ
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
最
も
進
ん
だ
の
は
一
九
一
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。
公
開
が
進
む
と
同
時
に
華
族
世
襲
財
産
法
の
改
正
や
景
気
の
変
動
に
伴
っ
て
入
札
も
流
行
し
、
民
間
所
蔵
品
に
対
す
る
何
ら
か
の
規
制
の
必
然
性
が
議
論
さ
れ
た
。
よ
う
や
く
一
九
三
〇
年
前
後
に
、
相
次
い
で
民
間
所
蔵
品
を
対
象
と
し
た
国
宝
保
存
法
と
「
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律
」
が
成
立
し
た
。『
國
華
』
は
公
開
の
推
進
、
安
易
な
入
札
へ
の
批
判
、
海
外
流
出
防
止
な
ど
民
間
所
蔵
品
の
処
遇
に
関
し
て
積
極
的
に
発
言
し
続
け
、
保
存
法
制
定
の
重
要
な
推
進
力
と
な
っ
た
。
　
新
来
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
一
九
〇
〇
年
代
ま
で
│
一
九
一
〇
年
代
以
降
の
新
来
の
流
入
以
前
│
に
、「
宋
元
画
」
に
対
す
る
評
価
が
成
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、
実
作
品
を
重
視
す
る
近
代
美
術
史
学
の
方
法
に
よ
り
、
当
時
の
日
本
に
現
存
し
て
掲
載
可
能
な
古
渡
の
作
品
群
に
も
と
づ
い
た
結
果
、
前
代
ま
で
の
茶
の
湯
の
名
物
が
新
た
に
作
者
中
心
の
制
作
史
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
次
に
新
来
の
作
品
流
入
前
後
よ
り
、
古
渡
に
多
く
見
ら
れ
た
明
代
・
清
代
の
二
流
の
文
人
画
や
同
時
代
の
浙
派
の
作
品
群
を
再
評
価
し
た
だ
け
で
な
く
、「
近
代
絵
画
」
に
し
て
「
東
洋
絵
画
」
と
し
て
文
人
画
を
規
定
し
、
特
に
禅
画
を
文
人
画
の
先
駆
と
し
て
再
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
人
画
を
中
心
と
す
る
中
国
絵
画
の
「
正
史
」
と
の
整
合
性
を
は
か
る
に
至
っ
た
。
　
中
国
絵
画
に
関
す
る
前
代
ま
で
の
二
つ
の
価
値
観
、
す
な
わ
ち
茶
の
湯
の
「
名
物
」
観
と
文
人
的
価
値
観
は
次
の
よ
う
に
変
質
し
た
。
近
代
に
お
い
て
茶
の
湯
の
「
名
物
」
観
を
志
向
し
た
の
は
、
近
代
数
寄
者
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
。
作
品
の
実
際
の
所
蔵
者
は
、
本
論
の
区
分
に
よ
れ
ば
旧
大
名
家
・
公
家
か
ら
勲
功
華
族
ま
た
は
個
人
へ
と
移
行
す
る
過
渡
期
に
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
前
代
ま
で
の
茶
の
湯
の
名
物
（
院
体
画
、
禅
画
、
及
び
一
部
の
文
人
画
）
に
道
釈
画
と
清
代
の
沈
銓
に
よ
る
画
と
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
来
歴
は
東
山
御
物
、
黄
檗
僧
を
除
く
禅
僧
、
及
び
江
戸
時
代
の
茶
人
、
将
軍
家
、
狩
野
家
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
近
代
数
寄
者
は
茶
の
湯
に
拠
り
つ
つ
茶
人
よ
り
も
道
具
を
重
視
し
、
松
平
不
昧
の
『
古
今
名
物
類
聚
』
に
拠
り
つ
つ
作
品
の
さ
ら
な
る
公
開
・
入
札
・
記
録
を
経
た
だ
け
で
な
く
『
國
華
』
を
含
む
美
術
史
的
根
拠
を
得
て
、
近
代
な
ら
で
は
の
名
物
、
す
な
わ
ち
「
近
代
名
物
」
を
確
立
さ
せ
た
。
彼
ら
に
よ
っ
て
「
宋
元
画
」
は
墨
跡
及
び
古
筆
切
と
並
ぶ
茶
の
湯
の
掛
物
の
一
つ
と
し
て
一
覧
化
さ
れ
て
定
着
し
、
現
代
に
至
る
「
茶
道
美
術
」
観
の
原
型
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
他
方
、
近
代
に
お
い
て
文
人
的
価
値
観
を
志
向
し
た
の
は
、
ま
ず
前
代
ま
で
の
価
値
観
を
継
承
し
た
煎
茶
会
・
書
画
会
へ
の
参
加
者
で
あ
っ
た
。
作
品
の
実
際
の
所
蔵
者
は
、
本
論
の
区
分
に
よ
れ
ば
勲
功
華
族
の
一
部
（
岩
崎
及
び
住
友
）
ま
た
は
個
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
沈
銓
を
除
く
明
代
及
び
清
代
の
院
体
画
の
一
部
及
び
文
人
画
で
あ
り
、
そ
の
来
歴
は
黄
檗
僧
、
江
戸
時
代
及
び
明
治
時
代
の
文
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
鑑
賞
す
る
場
と
し
て
の
煎
茶
会
・
書
画
会
は
次
第
に
衰
退
し
た
が
、
代
わ
り
に
台
頭
し
た
の
が
『
國
華
』
主
幹
の
瀧
精
一
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
研
究
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
作
品
を
直
接
所
蔵
せ
ず
、
前
代
ま
で
の
文
人
と
は
異
な
る
基
盤
│
西
洋
美
学
・
美
術
史
│
を
有
し
た
だ
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　『國華』にみる古渡の中国絵画
け
で
な
く
、
新
来
の
中
国
絵
画
を
ふ
ま
え
て
文
人
画
を
近
代
的
芸
術
観
か
ら
評
価
し
、
ま
た
そ
の
文
人
画
評
価
を
ふ
ま
え
て
東
洋
絵
画
の
特
質
を
追
究
し
た
が
、
そ
の
一
つ
の
到
達
点
が
「
書
画
一
致
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
今
日
の
日
本
の
美
術
史
研
究
に
お
け
る
「
東
洋
絵
画
」（
及
び
そ
れ
と
対
比
さ
れ
る
「
西
洋
絵
画
」）
観
の
原
型
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
近
代
日
本
で
成
立
し
た
「
宋
元
画
」
及
び
文
人
画
に
対
す
る
評
価
は
、
一
見
前
代
ま
で
の
も
の
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
新
し
い
集
団
が
新
し
い
状
況
の
中
で
獲
得
し
た
、
新
し
い
価
値
観
で
あ
っ
た
。
近
代
日
本
は
「
古
渡
」
の
中
国
絵
画
と
い
う
蓄
積
の
上
に
「
新
来
」
の
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
が
、
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
漢
文
化
の
遺
産
を
近
代
的
価
値
観
に
よ
っ
て
見
直
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
当
時
の
人
々
は
新
来
の
中
国
絵
画
に
よ
っ
て
中
国
絵
画
の
「
正
史
」
に
対
す
る
一
定
程
度
の
認
識
を
得
た
。
本
論
で
は
、
古
渡
に
関
連
し
た
前
代
ま
で
の
二
つ
の
価
値
観
が
近
代
的
価
値
観
に
よ
っ
て
「
宋
元
画
」
と
文
人
画
の
評
価
を
成
立
さ
せ
、
最
終
的
に
中
国
絵
画
の
「
正
史
」
と
の
整
合
性
を
は
か
っ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
論
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
戦
前
・
戦
中
に
お
け
る
中
国
美
術
に
関
す
る
著
述
の
ほ
と
ん
ど
に
は
「
東
洋
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
た
め
に
、
却
っ
て
そ
の
達
成
は
十
分
に
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
当
時
に
お
い
て
国
民
国
家
の
要
請
と
し
て
の
「
日
本
美
術
」
だ
け
で
な
く
「
東
洋
美
術
」
を
も
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
中
国
美
術
の
影
響
力
を
認
め
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
す
な
わ
ち
、「
東
洋
美
術
」
は
日
本
美
術
の
前
註（１
）  
特
に
先
駆
的
研
究
と
し
て
、
高
木
博
志
「
日
本
美
術
史
の
成
立
・
試
論
│
古
代
美
術
史
の
時
代
区
分
の
成
立
」『
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究
│
天
皇
就
任
儀
礼
・
年
中
行
事
・
文
化
財
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
、
三
四
五
―
三
八
一
頁
。
佐
藤
道
信
「
美
術
史
学
の
成
立
と
展
開
」『
明
治
国
家
と
近
代
美
術
│
美
の
政
治
学
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
、
一
二
四
―
一
五
四
頁
。
（
２
）  
小
川
裕
充
「
日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画
史
研
究
の
動
向
と
そ
の
展
望
│
宋
元
時
代
を
中
心
に
」『
美
術
史
論
叢
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
一
、
一
三
七
―
一
三
八
頁
。
（
３
）  
宮
崎
法
子
「
日
本
近
代
の
な
か
の
中
国
絵
画
史
研
究
」
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
語
る
現
在
、
語
ら
れ
る
過
去
│
日
本
の
美
術
史
学
一
〇
〇
年
』
平
凡
社
、
一
九
九
九
、
一
四
六
―
一
四
七
頁
。
（
４
）  
内
藤
虎
次
郎
を
中
心
と
し
た
関
西
圏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
陶
徳
民
編
著
『
内
藤
湖
南
と
清
人
書
画
│
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
品
集
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
。
曽
布
川
寛
監
修
、
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
編
『
中
国
書
画
探
訪
│
関
西
の
収
蔵
家
と
そ
の
名
品
』
二
玄
社
、
二
〇
一
一
。
瀧
精
一
を
中
心
と
し
た
『
國
華
』
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
│
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
美
術
観
の
一
事
例
と
し
て
」『
國
華
』
第
一
三
九
五
号
、
二
〇
一
二
年
一
月
、
五
―
一
七
頁
。
（
５
）  
茶
道
史
に
つ
い
て
は
、
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
〇
。
田
中
秀
隆
「
茶
道
文
化
論
の
構
造
」
千
宗
室
監
修
、
熊
倉
功
夫
・
提
で
あ
り
、
ま
た
「
西
洋
美
術
」
と
の
対
抗
上
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
欧
米
に
お
け
る
「
東
洋
美
術
」
と
同
一
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画
に
対
す
る
評
価
の
成
立
過
程
は
、「
同
文
同
種
」
ゆ
え
に
直
面
し
た
困
難
を
示
す
一
つ
の
事
例
と
い
え
る
。
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田
中
秀
隆
編
『
茶
道
学
大
系
一　
茶
道
文
化
論
』
淡
交
社
、
一
九
九
九
、
一
三
五
―
一
七
二
頁
。
煎
茶
史
に
つ
い
て
は
、
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』。『
文
人
の
あ
こ
が
れ
、
清
風
の
こ
こ
ろ
│
煎
茶
・
美
と
そ
の
か
た
ち
』
大
阪
市
立
美
術
館
、
一
九
九
七
。『
静
嘉
堂
蔵
煎
茶
具
名
品
展
』
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
、
一
九
九
八
。
書
道
史
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
隆
夫
「
書
道
雑
誌
の
推
移
│
明
治
・
大
正
・
昭
和
終
戦
ま
で
」『
書
論
』
第
二
十
四
号
、
一
九
八
八
、
一
七
二
―
一
七
七
頁
。
萱
原
晋
「
近
・
現
代
の
日
本
の
書
に
つ
い
て
（
要
旨
）」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
六
号
、
一
九
九
六
、
一
二
八
―
一
三
二
頁
。
魚
住
和
晃
「
近
代
日
中
書
法
交
流
史
」
杉
村
邦
彦
編
『
中
国
書
法
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
二
、
二
六
二
―
二
七
八
頁
。
伊
藤
隆
夫
「
明
治
時
代
に
お
け
る
書
・
篆
刻
の
展
覧
会
」『
書
論
』
第
三
三
号
、
二
〇
〇
三
、
一
三
九
―
一
四
九
頁
。
成
田
山
書
道
美
術
館
編
『
日
本
の
書
　
維
新
〜
昭
和
初
期
』
二
玄
社
、
二
〇
〇
九
。
な
お
、
成
田
山
書
道
美
術
館
監
修
『
近
代
文
人
の
い
と
な
み
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
六
）
が
扱
う
内
容
は
書
画
煎
茶
に
わ
た
る
が
、
書
名
の
通
り
文
人
の
活
動
に
限
定
さ
れ
る
。
（
６
）  
該
当
作
品
は
國
華
社
編
『
國
華
索
引　
新
版
』（
國
華
社
、
二
〇
〇
三
）
に
も
と
づ
き
、「
論
文
・
解
説
・
絵
画
」
の
「
中
国
」
か
ら
抽
出
し
た
。
実
際
の
調
査
対
象
は
、
中
国
絵
画
の
掲
載
さ
れ
た
第
一
三
号
（
一
八
九
〇
年
十
月
）
か
ら
第
六
四
七
号
（
一
九
四
四
年
十
月
）
ま
で
（
同
年
十
二
月
以
降
、
戦
時
下
の
企
業
統
制
に
よ
り
休
刊
）。
同
一
の
号
に
掲
載
さ
れ
た
同
一
の
作
品
に
つ
い
て
は
図
版
の
枚
数
に
か
か
わ
ら
ず
一
点
と
計
上
し
、
同
幅
や
同
画
冊
か
ら
複
数
の
号
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
一
点
と
計
上
し
た
。「
古
渡
」「
新
来
」
の
判
定
は
、
原
則
と
し
て
当
該
作
品
に
関
す
る
『
國
華
』
の
記
述
に
よ
る
。
明
記
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
す
で
に
得
ら
れ
た
情
報
を
応
用
し
て
筆
者
が
判
定
し
た
。
（
７
）  
拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」。
上
記
で
は
、
認
識
に
与
え
た
影
響
を
重
視
す
る
た
め
、
実
際
に
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
作
品
だ
け
で
な
く
図
版
だ
け
で
紹
介
さ
れ
た
作
品
も
含
め
た
。
ま
た
そ
の
趣
旨
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
当
時
の
呼
称
の
う
ち
「
新
渡
」「
新
舶
載
」
よ
り
も
「
新
来
」
の
語
を
採
用
し
た
。
（
８
）  
芳
賀
幸
四
郎
「
掛
物
の
歴
史
」
芳
賀
幸
四
郎
・
財
津
永
次
・
真
保
亨
責
任
編
集
『
茶
道
聚
錦
九　
書
と
絵
画
』
小
学
館
、
一
九
八
四
、
八
一
―
八
八
頁
。
（
９
）  
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
二
一
七
―
二
四
〇
頁
。
（
10
）  
同
前
、
一
三
九
―
一
四
六
頁
。
守
屋
雅
史
「
文
人
の
あ
こ
が
れ
、
清
風
の
こ
こ
ろ
」『
文
人
の
あ
こ
が
れ
、
清
風
の
こ
こ
ろ
』、
六
―
一
六
頁
。
（
11
）  
「
國
華
沿
革
略
」『
國
華
』
第
六
〇
〇
号
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
、
頁
付
な
し
。
（
12
）  
山
川
武
祏
編
「
國
華
社
史
（
略
）」『
國
華
』
第
一
〇
〇
〇
号
、
一
九
七
七
年
五
月
、
六
八
頁
。
國
華
社
編
「
國
華
社
略
史
」『
國
華
』
第
一
一
二
八
号
、
一
九
八
九
年
十
一
月
、
六
五
頁
。
（
13
）  
注
（
11
）
に
同
じ
。
一
説
に
よ
れ
ば
当
初
よ
り
編
集
担
当
は
長
尾
及
び
松
本
幹
一
で
あ
っ
た
。
山
川
武
祏
編
「
國
華
社
史
（
略
）」『
國
華
』
第
一
〇
〇
〇
号
。
（
14
）  
矢
代
幸
雄
「
國
華
の
世
界
的
存
在
」『
國
華
』
第
六
〇
〇
号
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
、
三
六
五
―
三
六
八
頁
。
溝
口
禎
次
郎
「
國
華
六
百
号
祝
辞
」
同
、
三
六
九
―
三
七
〇
頁
。
（
15
）  
第
一
三
三
号
（
一
九
〇
一
年
六
月
）
よ
り
主
幹
と
な
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
（
注
（
11
）
、
本
論
で
は
一
九
四
一
年
の
朝
日
賞
受
賞
理
由
と
も
な
っ
て
い
る
「
第
一
三
二
号
」
説
を
採
用
す
る
。「
瀧
精
一
博
士
へ
朝
日
賞
贈
与
」『
國
華
』
第
六
〇
四
号
、
一
九
四
一
年
三
月
、
一
〇
八
頁
。
た
だ
し
、
最
初
の
署
名
入
り
記
事
の
掲
載
及
び
誌
面
の
刷
新
が
見
ら
れ
る
の
は
第
一
三
三
号
か
ら
で
あ
る
。
（
16
）  
「
美
術
取
調
ニ
関
ス
ル
報
告
摘
要
」『
官
報
』
第
一
四
六
一
号
（
一
八
八
八
年
五
月
十
六
日
）
〜
第
一
五
五
八
号
（
同
九
月
六
日
）。「
宝
物
取
調
ニ
関
ス
ル
報
告
摘
要
」
同
第
一
六
三
二
号
（
同
十
二
月
六
日
）
〜
第
一
六
八
四
号
（
一
八
八
九
年
二
月
十
三
日
）。
（
17
）  
こ
れ
ら
の
写
真
が
『
國
華
』
を
含
む
以
後
の
美
術
出
版
物
の
図
版
と
し
て
流
用
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
村
角
紀
子
「
明
治
期
の
古
美
術
写
真
│
畿
内
宝
物
取
調
を
中
心
に
」『
美
術
史
』
第
一
五
三
号
、
二
〇
〇
二
、
一
五
八
頁
。
な
お
『
國
華
』
で
は
第
一
八
二
号
（
一
九
〇
五
年
七
月
）
ま
で
白
黒
図
版
に
は
「
小
川
一
真
製
写
真
　101
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版
」
と
付
記
さ
れ
る
が
、
以
後
写
真
版
の
製
作
者
は
明
記
さ
れ
な
い
。
（
18
）  
「
文
化
財
関
係
法
令
等
（
二
）　
古
社
寺
保
存
法
」
文
化
庁
『
文
化
財
保
護
法
五
十
年
史
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
一
、
四
九
四
―
四
九
五
頁
。
（
19
）  
華
族
制
度
に
つ
い
て
は
、
岡
部
牧
夫
・
小
田
部
雄
次
編
解
説
『
華
族
財
産
関
係
資
料
』
不
二
出
版
、
一
九
八
六
。
小
田
部
雄
次
『
家
宝
の
行
方
│
美
術
品
が
語
る
名
家
の
明
治
・
大
正
・
昭
和
』
小
学
館
、
二
〇
〇
四
。
同
『
華
族
│
近
代
日
本
貴
族
の
虚
像
と
実
像
』
中
央
公
論
新
社
（
中
公
新
書
一
八
三
六
）、
二
〇
〇
六
。
（
20
）  
（
浅
井
良
夫
）「
十
五
銀
行
」
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
事
典
』
第
七
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
、
二
六
八
―
二
六
九
頁
。
（
21
）  
「
博
覧
会
事
務
局
、
華
族
所
持
宝
物
調
査
を
実
施
す
る
」『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史　
資
料
編
』
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
七
三
、
六
〇
九
―
六
一
一
頁
。
（
22
）  
「
美
術
取
調
ニ
関
ス
ル
報
告
摘
要
」『
官
報
』
第
一
五
一
九
号
、
一
八
八
八
年
七
月
二
十
三
日
。
（
23
）  
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
一
九
三
頁
。
（
24
）  
同
前
、
一
九
四
頁
。
上
記
の
う
ち
『
國
華
』
に
古
渡
の
中
国
絵
画
の
所
蔵
者
と
し
て
登
場
す
る
者
は
以
下
の
通
り
（
第
四
世
代
は
掲
載
作
品
の
後
年
の
所
蔵
者
と
し
て
判
明
し
て
い
る
者
で
あ
る
）。
第
一
世
代
で
は
井
上
世
外
（
馨
）、
平
瀬
露
香
（
亀
之
助
）、
藤
田
香
雪
（
伝
三
郎
）。
第
二
世
代
で
は
馬
越
化
生
（
恭
平
）、
上
野
有
竹
（
理
一
）、
益
田
鈍
翁
（
孝
）、
村
山
玄
庵
（
龍
平
）。
第
三
世
代
で
は
團
狸
山
（
琢
磨
）、
根
津
青
山
（
嘉
一
郎
）、
住
友
春
翠
（
吉
左
衛
門
）、
原
三
溪
（
富
太
郎
）。
第
四
世
代
で
は
松
永
耳
庵
（
安
左
衛
門
）、
畠
山
即
翁
（
一
清
）、
五
島
慶
太
。
（
25
）  
同
前
、
二
一
四
―
二
一
七
、
二
四
八
―
二
五
八
頁
。
（
26
）  
「
大
学
院
文
科
学
生
」『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
』
従
明
治
三
十
三
年
至
明
治
三
十
四
年
、
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
〇
〇
年
、
四
〇
一
頁
。
以
下
、
瀧
の
経
歴
に
つ
い
て
は
藤
懸
静
也
「
瀧
博
士
の
追
憶
」『
國
華
』
第
六
五
一
号
（
一
九
四
六
年
六
月
）・
同
第
六
五
二
号
（
同
七
月
）
の
記
述
に
も
と
づ
き
、
関
連
文
献
を
調
査
し
た
。
（
27
）  
「
瀧
精
一
の
起
用
と
美
学
講
義
」
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　
東
京
美
術
学
校
篇
』
第
二
巻
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
七
、
六
五
―
六
六
頁
。
（
28
）  
「
大
学
院
文
科
学
生
」『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
』
従
明
治
三
十
四
年
至
明
治
三
十
五
年
（
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
〇
一
年
、
四
〇
二
頁
）
ま
で
名
前
が
確
認
さ
れ
る
が
、
翌
年
度
以
降
は
確
認
さ
れ
な
い
（
当
時
の
大
学
院
の
在
学
期
間
は
五
年
）。
（
29
）  
「
文
科
大
学　
職
員
」
同
従
明
治
四
十
二
年
至
明
治
四
十
三
年
、
一
九
一
〇
年
、
二
四
五
頁
。
（
30
）  
注
（
27
）
に
同
じ
。
（
31
）  
「
鑑
識
界
の
誤
謬
」『
國
華
』
第
一
八
二
号
、
一
九
〇
五
年
七
月
、
二
六
―
二
七
頁
。
（
32
）  
特
に
、「
所
蔵
目
録
の
作
為
」『
國
華
』
第
一
八
三
号
、
一
九
〇
五
年
八
月
、
五
八
―
五
九
頁
。「
一
大
美
術
館
設
立
の
必
要
」『
國
華
』
第
一
九
一
号
、
一
九
〇
六
年
四
月
、
二
八
二
―
二
八
三
頁
。「
美
術
品
出
陳
者
の
態
度
」『
國
華
』
第
一
九
三
号
、
一
九
〇
六
年
六
月
、
三
三
六
頁
。「
美
術
に
関
与
す
る
人
々
の
識
見
」『
國
華
』
第
二
一
五
号
、
一
九
〇
八
年
四
月
、
二
七
六
頁
。
ま
た
、
や
や
年
代
の
下
る
以
下
も
参
照
。「
世
に
は
美
術
的
作
品
を
観
る
に
方
つ
て
…
…
」『
國
華
』
第
二
五
三
号
、
一
九
一
一
年
六
月
、
三
四
二
頁
。「
世
の
美
術
愛
好
家
の
中
に
は
…
…
」『
國
華
』
第
二
六
五
号
、
一
九
一
二
年
六
月
、
三
二
八
頁
。
（
33
）  
瀧
節
庵
「
当
今
美
術
の
鑑
識
に
於
け
る
時
代
の
観
念
」『
國
華
』
第
二
一
六
号
、
一
九
〇
八
年
五
月
、
二
八
三
―
二
八
五
頁
。
な
お
國
華
社
編
『
國
華
索
引　
新
版
』
に
よ
れ
ば
、
瀧
節
庵
・
瀧
拙
庵
・
節
庵
・
無
外
生
は
い
ず
れ
も
瀧
精
一
の
筆
名
で
あ
る
。
（
34
）  
「
去
月
名
古
屋
開
府
の
三
百
年
祭
に
当
つ
て
開
か
れ
た
…
…
」『
國
華
』
第
二
四
〇
号
、
一
九
一
〇
年
五
月
、
三
一
一
―
三
一
二
頁
。
（
35
）  
國
華
社
茶
話
会
の
初
回
は
一
九
一
〇
年
七
月
二
日
で
、「
茶
話
会
記
事
」
が
第
三
〇
一
号
（
一
九
一
五
年
六
月
）
以
降
不
定
期
に
掲
載
さ
れ
る
。
（
36
）  
美
術
倶
楽
部
の
成
立
と
入
札
の
流
行
に
つ
い
て
は
、
小
田
部
雄
次
「
東
京
美
術
倶
楽
部
結
成
と
美
術
市
場
」『
美
術
商
の
百
年
│
東
京
美
術
倶
楽
部
百
年
史
』
東
京
102　
美
術
倶
楽
部
・
東
京
美
術
商
協
同
組
合
、
二
〇
〇
六
、
一
〇
九
―
一
三
八
頁
。
同
「
大
売
立
の
時
代
」
同
、
一
三
九
―
一
六
五
頁
。「
大
阪
美
術
倶
楽
部
入
札
売
立
史
」
同
、
五
六
二
頁
。「
京
都
美
術
倶
楽
部
入
札
売
立
史
」
同
、
六
六
四
頁
。「
名
古
屋
美
術
倶
楽
部
入
札
売
立
史
」
同
、
七
二
三
頁
。
（
37
）  
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
六
二
―
六
四
頁
。
た
だ
し
江
戸
時
代
の
茶
道
批
判
者
と
し
て
は
、
上
田
秋
成
が
最
も
著
名
で
あ
る
。
（
38
）  
萱
原
晋
「
近
・
現
代
の
日
本
の
書
に
つ
い
て
（
要
旨
）」。
伊
藤
隆
夫
「
明
治
時
代
に
お
け
る
書
・
篆
刻
の
展
覧
会
」。
（
39
）  
魚
住
和
晃
「
近
代
日
中
書
法
交
流
史
」。
西
嶋
慎
一
「
大
蔵
省
印
刷
局
・
朝
陽
閣
帖
の
謎
」『
大
東
書
道
研
究
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
七
、
一
六
〇
―
一
八
六
頁
。
中
村
史
朗
「
大
河
内
文
書
」
に
み
る
明
治
期
の
日
中
書
法
交
流
│
楊
守
敬
来
日
前
後
の
事
情
を
め
ぐ
っ
て
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
八
、
三
一
―
四
一
頁
。
（
40
）  
伊
藤
隆
夫
「
書
道
雑
誌
の
推
移
│
明
治
・
大
正
・
昭
和
終
戦
ま
で
」。
萱
原
晋
「
近
・
現
代
の
日
本
の
書
に
つ
い
て
（
要
旨
）」。
伊
藤
隆
夫
「
明
治
時
代
に
お
け
る
書
・
篆
刻
の
展
覧
会
」。
（
41
）  
節
庵
「
古
美
術
の
鑑
賞
と
新
美
術
の
創
作
と
」『
國
華
』
第
一
四
〇
号
、
一
九
〇
二
年
一
月
、
一
二
四
―
一
二
七
頁
。
（
42
）  
「
邦
人
美
術
研
究
の
狭
隘
」『
國
華
』
第
一
九
五
号
、
一
九
〇
六
年
八
月
、
三
九
二
頁
。
（
43
）  
「
尾
州
家
什
宝
の
写
真
を
観
て
の
所
感
…
…
」『
國
華
』
第
二
六
七
号
、
一
九
一
二
年
八
月
、
五
二
頁
。
（
44
）  
「
文
科
大
学
学
生
及
生
徒
」『
帝
国
大
学
一
覧
』
従
明
治
廿
六
年
至
明
治
廿
七
年
、
帝
国
大
学
、
一
八
九
四
年
、
三
二
三
頁
。
（
45
）  
「
学
生
及
生
徒
姓
名　
大
学
院
学
生
」『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
』
従
明
治
三
十
年
至
明
治
三
十
一
年
、
東
京
帝
国
大
学
、
一
八
九
七
年
、
三
四
〇
頁
。
（
46
）  
一
八
九
三
年
以
降
、
美
学
講
座
の
担
当
教
授
は
当
面
欠
員
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
の
授
業
は
哲
学
担
当
の
外
国
人
教
師
が
行
い
、
ケ
ー
ベ
ル
は
同
年
六
月
に
赴
任
し
て
い
た
。
よ
う
や
く
一
九
〇
〇
年
四
月
、
欧
州
留
学
か
ら
帰
国
し
た
大
塚
保
治
が
教
授
に
就
任
し
た
。
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史　
部
局
史
１
』
東
京
大
学
、
一
九
八
六
、
五
八
八
―
五
九
三
頁
。
（
47
）  
青
陵
生
「
漫
録
」『
國
華
』
第
一
六
六
号
、
一
九
〇
四
年
三
月
、
二
二
三
―
二
二
四
頁
。
（
48
）  
「
我
国
に
於
け
る
美
術
の
評
論
」『
國
華
』
第
一
九
〇
号
、
一
九
〇
六
年
三
月
、
二
五
五
頁
。
（
49
）  
瀧
精
一
「
支
那
絵
画
上
の
写
意
説
」『
國
華
』
第
一
三
六
号
（
一
九
〇
一
年
九
月
）、
第
一
三
九
号
（
同
十
二
月
）、
第
一
四
二
号
（
一
九
〇
二
年
三
月
）。
（
50
）  
節
庵
「
王
羲
之
の
書
」『
國
華
』
第
一
九
七
号
、
一
九
〇
六
年
十
月
、
四
四
六
―
四
五
三
頁
。
瀧
精
一
「
書
の
美
を
論
ず
」『
國
華
』
第
一
六
一
号
（
一
九
〇
三
年
十
月
）、
第
一
六
二
号
（
一
九
〇
三
年
十
一
月
）。
節
庵
「
書
と
絵
画
及
装
飾
美
術
と
の
連
関
に
就
て
」『
國
華
』
第
二
〇
一
号
、
一
九
〇
七
年
二
月
、
五
六
九
―
五
八
三
頁
。
な
お
、
一
八
九
〇
年
代
の
『
國
華
』
に
は
日
本
の
書
論
は
掲
載
さ
れ
た
が
、
中
国
の
書
に
関
す
る
記
事
及
び
作
品
の
掲
載
は
見
ら
れ
な
い
。
（
51
）  
瀧
精
一
「
文
人
画
説
」『
國
華
』
第
二
一
六
号
、
一
九
〇
八
年
五
月
、
三
〇
〇
―
三
〇
四
頁
。
（
52
）  
『
上
野
有
竹
斎
蒐
集
中
国
書
画
図
録
』
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
六
六
。
（
53
）  
李
龍
眠
筆
羅
漢
図
（
第
三
〇
、
四
一
号
）、
呂
文
英
筆
売
玩
翁
図
（
第
四
七
号
）、
月
山
筆
琴
棋
書
画
図
（
第
五
三
、
六
七
号
）、
姜
隠
筆
穆
王
西
王
母
図
（
第
六
三
号
）
は
、
そ
の
開
校
当
初
一
八
八
九
年
四
月
一
日
付
で
購
入
さ
れ
た
と
い
う
。『
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
蔵
品
目
録　
絵
画
１
・
書
跡
』
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
、
一
九
八
二
。
（
54
）  
顔
輝
筆
鉄
拐
仙
人
図
・
蝦
蟇
仙
人
図
（
第
二
九
号
）
は
『
真
美
大
観
』
第
二
冊
（
日
本
仏
教
真
美
協
会
、
一
八
九
九
）
に
知
恩
寺
蔵
と
し
て
掲
載
。
馬
麟
筆
普
賢
像
（
第
一
一
六
号
）
は
「
美
術
取
調
ニ
関
ス
ル
報
告
摘
要
」（
一
八
八
八
年
八
月
十
三
　103
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）
及
び
『
真
美
大
観
』
第
七
冊
（
日
本
真
美
協
会
、
一
九
〇
二
）
に
妙
心
寺
蔵
と
し
て
掲
載
。
（
55
）  
「
李
龍
眠
」『
國
華
』
第
四
一
号
、
一
八
九
三
年
二
月
、
八
六
頁
。
（
56
）  
「
牧
渓
」『
國
華
』
第
一
二
二
号
、
一
九
〇
〇
年
二
月
、
三
一
頁
。
（
57
）  
「
李
元
達
」『
國
華
』
第
一
一
九
号
、
一
八
九
九
年
十
一
月
、
二
〇
六
頁
。
（
58
）  
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
二
〇
二
―
二
〇
七
頁
。
表
11
も
参
照
。
（
59
）  
梁
楷
筆
布
袋
図
（
第
一
五
二
号
）、
玉
澗
筆
山
水
図
（
第
二
〇
四
号
）、
牧
谿
筆
叭
哥
鳥
図
（
第
二
一
八
号
）、
伝
呉
道
子
筆
鐘
馗
図
（
第
二
三
〇
号
）、
無
準
禅
師
筆
達
磨
郁
山
主
政
黄
牛
図
（
第
二
四
三
号
）、
伝
張
芳
汝
筆
山
水
図
（
第
二
四
六
号
）、
夏
珪
筆
池
上
囲
棋
図
（
第
二
四
七
号
）。
（
60
）  
（
松
南
）「
伝
馬
麟
筆
梅
花
小
禽
図
」『
國
華
』
第
二
一
七
号
、
一
九
〇
八
年
六
月
、
三
二
五
頁
。
（
61
）  
「
院
態
花
鳥
画
の
例
」『
國
華
』
第
二
四
一
号
、
一
九
一
〇
年
六
月
、
三
二
八
―
三
三
五
頁
。
（
62
）  
（
無
外
子
）「
宋
画
羅
漢
説
」『
國
華
』
第
二
三
八
号
、
一
九
一
〇
年
三
月
、
二
三
五
―
二
四
〇
頁
。
な
お
、『
真
美
大
観
』
第
一
五
冊
（
日
本
真
美
協
会
、
一
九
〇
七
）
に
お
い
て
す
で
に
周
季
常
及
び
林
庭
桂
の
筆
と
さ
れ
て
い
る
。
（
63
）  
数
寄
者
の
仏
教
美
術
志
向
に
つ
い
て
は
、
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
二
五
七
頁
。
（
64
）  
「
無
準
禅
師
筆
達
磨
郁
山
主
政
黄
牛
図
」『
國
華
』
第
二
四
三
号
、
一
九
一
〇
年
八
月
、
四
四
頁
。
（
65
）  
節
庵
「
宋
人
玉
澗
の
山
水
画
」『
國
華
』
第
二
〇
四
号
、
一
九
〇
七
年
五
月
、
六
六
八
頁
。
（
66
）  
「
唐
寅
筆
夢
筠
図
解
」『
國
華
』
第
五
一
七
号
、
一
九
三
三
年
十
二
月
、
三
三
二
頁
。
当
時
掲
載
さ
れ
た
伝
唐
寅
筆
羅
浮
仙
図
（
第
一
三
三
号
）
は
、
確
か
に
仇
英
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
（
67
）  
（
芳
舟
）「
大
徳
寺
牧
谿
猿
鶴
図
」『
國
華
』
第
一
八
五
号
、
一
九
〇
五
年
十
月
、
一
〇
〇
―
一
〇
一
頁
。
（
68
）  
「
宣
和
画
院
」『
國
華
』
第
二
五
号
、
一
八
九
一
年
十
月
、
五
―
七
頁
。
（
69
）  
「
伝
范
安
仁
筆
藻
間
游
魚
図
」『
國
華
』
第
一
四
六
号
、
一
九
〇
二
年
七
月
、
二
三
―
二
四
頁
。
（
70
）  
青
陵
生
「
梁
楷
の
傑
作
出
山
釈
迦
図
及
び
山
水
図
」『
國
華
』
第
二
二
七
号
、
一
九
〇
九
年
四
月
、
二
六
三
―
二
六
四
頁
。
（
71
）  
例
え
ば
、（
芳
舟
）「
盛
子
昭
筆
梅
林
高
士
図
」『
國
華
』
第
二
一
三
号
、
一
九
〇
八
年
二
月
、
二
一
五
頁
。
（
72
）  
「
顔
輝
」『
國
華
』
第
二
九
号
、
一
八
九
二
年
二
月
、
一
〇
一
頁
。
（
73
）  
「
李
龍
眠
」『
國
華
』
第
四
一
号
、
一
八
九
三
年
二
月
、
八
六
頁
。「
高
台
寺
所
蔵
の
伝
禅
月
筆
十
六
羅
漢
図
」『
國
華
』
第
二
五
三
号
、
一
九
一
一
年
六
月
、
三
二
五
頁
。
（
74
）  
李
公
麟
は
新
来
の
作
例
に
よ
り
、
白
描
法
の
作
者
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
。
拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」、
一
三
頁
。
（
75
）  
「
伝
張
思
恭
筆
釈
迦
文
殊
普
賢
画
像
」『
國
華
』
第
一
四
九
号
、
一
九
〇
二
年
十
月
、
八
五
頁
。
（
76
）  
例
え
ば
、「
梁
楷
」『
國
華
』
第
四
〇
号
、
一
八
九
三
年
一
月
、
六
六
頁
。
（
77
）  
青
陵
生
「
梁
楷
の
傑
作
出
山
釈
迦
図
及
び
山
水
図
」『
國
華
』
第
二
二
七
号
、
一
九
〇
九
年
四
月
、
二
六
三
頁
。
（
78
）  
拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」、
七
頁
。
（
79
）  
同
前
、
九
―
一
〇
頁
。
（
80
）  
青
陵
「
教
王
護
国
寺
真
言
七
祖
画
像
」『
國
華
』
第
一
九
八
号
、
一
九
〇
六
年
十
一
月
、
四
七
五
頁
。
（
81
）  
拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」、
八
―
九
頁
。
（
82
）  
例
え
ば
、「
戴
文
進
筆
蘆
洲
夜
泊
図
」『
國
華
』
第
一
七
一
号
、
一
九
〇
四
年
八
月
、
四
四
頁
。
（
83
）  
節
庵
「
支
那
画
に
於
け
る
山
水
一
格
の
成
立
」『
國
華
』
第
一
九
一
号
、
一
九
〇
六
104　
年
四
月
、
二
七
七
―
二
八
二
頁
。
同
「
宋
元
よ
り
明
代
に
至
る
山
水
画
の
変
革
を
例
す
」『
國
華
』
第
一
九
三
号
、
一
九
〇
六
年
六
月
、
三
一
七
―
三
二
一
頁
。
（
84
）  
（
無
外
子
）「
伊
孚
九
筆
山
水
図
」『
國
華
』
第
一
七
四
号
、
一
九
〇
四
年
十
一
月
、
一
〇
八
頁
。
（
85
）  
「
我
が
社
の
主
幹
が
尾
州
徳
川
家
に
出
張
し
て
…
…
」『
國
華
』
第
二
六
七
号
、
一
九
一
二
年
八
月
、
五
一
―
五
二
頁
。
（
86
）  
「
此
程
公
爵
島
津
忠
承
家
所
蔵
の
古
書
画
を
…
…
」『
國
華
』
第
三
二
九
号
、
一
九
一
七
年
十
月
、
一
四
九
頁
。
（
87
）  
「
川
崎
美
術
館
陳
列
」『
國
華
』
第
三
四
二
号
、
一
九
一
八
年
十
一
月
、
一
八
七
―
一
八
八
頁
。
（
88
）  
（
節
庵
）「
浅
野
家
の
什
宝
」『
國
華
』
第
三
九
七
号
、
一
九
二
三
年
六
月
、
四
〇
八
頁
。
（
89
）  
「
本
誌
創
刊
記
念
茶
話
会
」『
國
華
』
第
三
〇
七
号
、
一
九
一
五
年
十
二
月
、
二
〇
九
―
二
一
二
頁
。
（
90
）  
毎
年
の
『
史
学
雑
誌
』
に
不
定
期
に
掲
載
さ
れ
た
大
会
関
連
記
事
（
告
知
・
事
前
情
報
・
報
告
）
に
よ
れ
ば
、
出
品
作
品
や
方
法
に
つ
い
て
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
及
び
当
日
の
準
備
は
各
家
と
史
学
会
の
担
当
者
双
方
で
行
い
、
会
場
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
所
蔵
者
の
個
人
宅
で
あ
り
、
午
前
か
ら
夕
方
ま
で
開
催
さ
れ
、
毎
回
百
名
か
ら
四
百
名
の
参
加
者
を
数
え
た
。
（
91
）  
「
四
月
八
九
両
日
に
亙
り
て
史
学
会
第
十
八
回
大
会
が
…
…
」『
國
華
』
第
三
一
二
号
、
一
九
一
六
年
五
月
、
三
七
六
―
三
七
七
頁
。「
近
年
世
の
美
術
蒐
集
熱
が
高
ま
り
…
…
」『
國
華
』
第
三
二
〇
号
、
一
九
一
七
年
一
月
、
二
四
七
―
二
四
八
頁
。「
古
美
術
品
蒐
集
家
と
研
究
者
」『
國
華
』
第
三
四
七
号
、
一
九
一
九
年
四
月
、
三
八
八
頁
。
（
92
）  
岡
部
牧
夫
・
小
田
部
雄
次
「
解
説
」
同
編
解
説
『
華
族
財
産
関
係
資
料
』、
一
七
頁
。
（
93
）  
高
橋
義
雄
『
近
世
道
具
移
動
史
』
慶
文
堂
書
店
、
一
九
二
九
、
三
〇
一
頁
。
（
94
）  
高
橋
義
雄
『
箒
の
あ
と
』
秋
豊
園
、
一
九
三
三
、
二
〇
七
頁
。
（
95
）  
小
田
部
雄
次
「
東
京
美
術
倶
楽
部
結
成
と
美
術
市
場
」、
一
三
五
頁
。
（
96
）  
注
（
92
）
に
同
じ
。
（
97
）  
小
田
部
雄
次
「
大
売
立
の
時
代
」、
一
四
七
頁
。
（
98
）  
注
（
20
）
に
同
じ
。
（
99
）  
杉
栄
三
郎
「
序
」『
香
雪
齋
蔵
品
展
観
目
録
』
大
阪
美
術
倶
楽
部
、
一
九
三
四
年
四
月
五
日
入
札
。
（
100
）  
「
久
し
き
以
前
よ
り
そ
の
企
あ
り
し
も
…
…
」『
國
華
』
第
三
一
二
号
、
一
九
一
六
年
五
月
、
三
七
七
頁
。
（
101
）  
「
松
花
堂
の
竹
」『
國
華
』
第
三
三
八
号
、
一
九
一
八
年
七
月
、
三
八
頁
。「
美
術
愛
好
の
風
潮
」『
國
華
』
第
三
四
〇
号
、
一
九
一
八
年
九
月
、
一
一
八
頁
。「
美
術
館
建
設
問
題
」『
國
華
』
第
三
五
一
号
、
一
九
一
九
年
八
月
、
七
四
頁
。
（
102
）  
「
不
健
全
な
る
鑑
賞
と
芸
術
生
活
」『
國
華
』
第
三
六
四
号
、
一
九
二
〇
年
九
月
、
一
一
五
頁
。
（
103
）  
「
本
邦
古
美
術
品
の
海
外
流
出
問
題
」『
國
華
』
第
三
四
九
号
、
一
九
一
九
年
六
月
、
四
五
七
―
四
五
八
頁
。
（
104
）  
「
去
秋
の
光
悦
会
」『
國
華
』
第
三
五
六
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
、
二
七
九
―
二
八
〇
頁
。
光
悦
会
は
、
一
九
一
三
年
、
京
都
鷹
峯
の
光
悦
寺
に
お
い
て
、
本
阿
弥
光
悦
の
追
善
法
要
と
遺
作
・
名
器
を
展
示
す
る
茶
会
を
催
す
目
的
で
組
織
さ
れ
た
。（
小
田
栄
作
）「
光
悦
会
」『
国
史
大
辞
典
』
第
五
巻
、
一
九
八
五
、
二
八
四
―
二
八
五
頁
。
（
105
）  
高
橋
箒
庵
著
、
熊
倉
功
夫
・
原
田
茂
弘
校
注
『
東
都
茶
会
記
』
淡
交
社
、
一
九
八
九
。
同
『
大
正
茶
道
記
』
淡
交
社
、
一
九
九
一
。
同
著
、
熊
倉
功
夫
編
『
昭
和
茶
道
記
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
二
。
（
106
）  
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
二
六
〇
―
二
六
五
頁
。
（
107
）  
高
橋
義
雄
「
謝
恩
記
」『
大
正
名
器
鑑
』
第
一
編
、
大
正
名
器
鑑
編
纂
所
、
一
九
二
一
、
三
頁
。
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（
108
）  
田
中
秀
隆
「
茶
道
文
化
論
の
構
造
」、
一
四
四
―
一
五
〇
頁
。
（
109
）  
高
橋
義
雄
「
工
芸
と
名
器
」「
国
家
と
名
器
」「
名
器
の
図
録
」『
大
正
名
器
鑑
』
大
正
名
器
鑑
編
纂
所
、
一
九
二
一
、
八
―
九
頁
。
（
110
）  
高
橋
龍
雄
「
総
説
」『
茶
道
』
大
岡
山
書
店
、
一
九
二
九
、
一
―
一
〇
頁
。
（
111
）  
拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」、
七
―
九
頁
。
（
112
）  
「
春
季
茶
話
会
記
」『
國
華
』
第
三
二
四
号
、
一
九
一
七
年
五
月
、
三
九
一
―
三
九
二
頁
。
（
113
）  
「
一
時
古
い
大
和
絵
に
集
つ
た
鑑
賞
家
…
…
」『
國
華
』
第
三
二
五
号
、
一
九
一
七
年
六
月
、
四
三
二
―
四
三
三
頁
。
東
京
帝
室
博
物
館
編
『
南
宗
画
集
』
西
東
書
房
、
一
九
一
七
。
（
114
）  
「
勅
令
」『
官
報
』
第
四
四
五
号
、
一
九
一
四
年
一
月
二
十
四
日
。
（
115
）  
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史　
資
料
２
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
、
一
二
〇
九
頁
。
（
116
）  
「
文
科
大
学　
職
員
」『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
』
従
大
正
三
年
至
大
正
四
年
、
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
一
五
年
、
二
二
三
頁
。「
職
員
移
動
」
同
、
四
五
八
頁
。
（
117
）  
藤
懸
静
也
「
瀧
博
士
の
追
憶
（
上
）」『
國
華
』
第
六
五
一
号
、
一
九
四
六
年
六
月
、
六
六
頁
。
（
118
）  
田
中
豊
蔵
「
南
画
新
論
」『
國
華
』
第
二
六
二
号
（
一
九
一
二
年
三
月
）、
第
二
六
四
号
（
同
五
月
）、
第
二
六
五
号
（
同
六
月
）、
第
二
六
八
号
（
同
九
月
）、
第
二
七
四
号
（
一
九
一
三
年
三
月
）、
第
二
七
六
号
（
同
五
月
）、
第
二
八
一
号
（
同
十
月
）。
（
119
）  
「
我
が
社
の
主
幹
が
尾
州
徳
川
家
に
出
張
し
て
…
…
」『
國
華
』
第
二
六
七
号
、
一
九
一
二
年
八
月
、
五
一
―
五
二
頁
。
こ
の
筆
者
は
お
そ
ら
く
田
中
豊
蔵
と
考
え
ら
れ
る
。
（
120
）  
「
素
人
芸
術
の
興
隆
な
る
事
は
…
…
」『
國
華
』
第
二
八
七
号
、
一
九
一
四
年
四
月
、
二
八
〇
―
二
八
二
頁
。
（
121
）  
「
一
時
古
い
大
和
絵
に
集
つ
た
鑑
賞
家
…
…
」『
國
華
』
第
三
二
五
号
、
一
九
一
七
年
六
月
、
四
三
二
―
四
三
三
頁
。
瀧
精
一
「
大
和
絵
及
び
南
画
の
復
興
」
一
五
三
―
一
五
六
頁
。
滄
涼
子
﹇
田
中
豊
蔵
﹈「
所
謂
南
画
的
新
傾
向
に
つ
い
て
」
同
、
一
七
九
―
一
八
一
頁
。「
文
人
画
の
振
興
」『
國
華
』
第
三
七
〇
号
、
一
九
二
一
年
三
月
、
三
二
六
頁
。
瀧
精
一
「
文
人
画
と
表
現
主
義
」『
國
華
』
第
三
九
〇
号
、
一
九
二
二
年
十
一
月
、
一
六
〇
―
一
六
五
頁
。
（
122
）  
瀧
節
庵
「
支
那
画
の
二
大
潮
流
」『
國
華
』
第
四
五
八
号
、
一
九
二
九
年
一
月
、
三
―
八
頁
。
瀧
は
こ
の
記
事
に
お
い
て
、
お
そ
ら
く
意
図
的
に
（
文
人
画
、
南
宗
画
、
南
画
の
い
ず
れ
で
も
な
く
）「
軒
冕
高
士
画
」
と
い
う
語
を
用
い
る
。
（
123
）  
特
に
、
瀧
精
一
「
古
画
品
録
と
続
画
品
」『
國
華
』
第
三
三
八
号
（
一
九
一
八
年
七
月
）、
第
三
三
九
号
（
同
八
月
）。
同
「
唐
朝
に
於
け
る
画
論
画
史
の
書
」
同
第
三
九
四
号
（
一
九
二
三
年
三
月
）、
第
三
九
六
号
（
同
五
月
）、
第
三
九
七
号
（
同
六
月
）。
同
「
宋
代
画
論
画
史
の
書
」
同
第
四
〇
八
号
（
一
九
二
四
年
十
一
月
）、
第
四
一
〇
号
（
一
九
二
五
年
一
月
）、
第
四
一
二
号
（
同
三
月
）、
第
四
一
四
号
（
同
五
月
）、
第
四
一
九
号
（
同
十
月
）、
第
四
二
二
号
（
一
九
二
六
年
一
月
）、
第
四
二
四
号
（
同
三
月
）、
第
四
二
六
号
（
同
五
月
）。
（
124
）  
瀧
精
一
「
宋
代
画
論
画
史
の
書
（
三
）」『
國
華
』
第
四
一
二
号
、
一
九
二
五
年
三
月
、
七
〇
頁
。
（
125
）  
王
羲
之
尺
牘
（
第
二
五
二
号
）、
史
可
法
書
草
書
七
絶
（
第
二
九
三
号
）、
何
吾
騶
筆
明
月
松
閒
照
七
律
字
軸
（
第
三
〇
〇
号
）、
蘇
東
坡
書
寒
食
詩
巻
（
第
四
四
〇
号
）、
凌
漢
翀
草
書
七
絶
（
第
四
四
五
号
）。
（
126
）  
「
書
道
の
新
研
究
」『
國
華
』
第
三
四
五
号
、
一
九
一
九
年
二
月
、
三
〇
八
―
三
〇
九
頁
。
（
127
）  
「
此
程
本
誌
編
輯
部
に
書
を
寄
せ
て
…
…
」『
國
華
』
第
三
九
五
号
、
一
九
二
三
年
四
月
、
三
四
二
頁
。
（
128
）  
瀧
拙
庵
「
書
道
と
美
術
」『
國
華
』
第
四
二
二
号
、
一
九
二
六
年
一
月
、
二
八
―
三
三
頁
。
書
道
作
振
会
は
、
一
九
二
四
年
、
豊
道
春
海
が
前
年
の
精
神
作
興
の
詔
勅
に
も
と
づ
い
て
創
設
し
た
書
家
の
団
体
で
あ
る
。
鍋
島
稲
子
「
逸
脱
と
回
帰
の
弁
証
106　
法
│
中
村
不
折
を
通
し
て
見
た
一
九
三
〇
年
代
の
書
壇
」
五
十
殿
利
治
・
河
田
明
久
編
『
ク
ラ
シ
ッ
ク
モ
ダ
ン
│
一
九
三
〇
年
代
日
本
の
芸
術
』
せ
り
か
書
房
、
二
〇
〇
四
、
一
九
五
頁
。
（
129
）  
大
槻
幹
郎
「
煎
茶
」
の
語
義
に
つ
い
て
」『
研
究
紀
要
』
野
村
文
華
財
団
、
二
〇
〇
七
、
一
六
―
一
八
頁
。
（
130
）  
表
14
及
び
表
17
の
「
明
治
時
代
」
の
項
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
資
料
に
も
と
づ
く
。
小
林
優
子
「
明
・
清
の
書
画
を
見
つ
め
た
人
々
」『
静
嘉
堂
明
清
書
画
清
賞
』
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
、
二
〇
〇
五
、
一
〇
一
―
一
〇
五
頁
。
実
方
葉
子
「
住
友
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
中
国
絵
画
鑑
賞
と
収
集
の
歴
史
〔
資
料
編
〕」『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
第
二
十
三
巻
、
二
〇
〇
七
、
一
一
―
三
五
頁
。
（
131
）  
「
元
画
寒
林
帰
樵
図
」『
國
華
』
第
二
七
三
号
、
一
九
一
三
年
二
月
、
二
〇
〇
頁
。
（
132
）  
（
青
衫
子
）「
沈
南
蘋
筆
墨
竹
図
」『
國
華
』
第
三
三
四
号
、
一
九
一
八
年
三
月
、
二
八
九
―
二
九
〇
頁
。
（
133
）  
謝
時
臣
の
掲
載
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
文
人
画
だ
が
、
妻
不
下
機
及
王
孫
一
飯
図
（
第
三
〇
七
号
）
の
み
院
体
画
と
み
な
さ
れ
る
。
（
134
）  
「
高
台
寺
所
蔵
の
伝
禅
月
筆
十
六
羅
漢
図
」『
國
華
』
第
二
五
三
号
、
一
九
一
一
年
六
月
、
三
二
五
頁
。
（
135
）  
瀧
精
一
「
元
人
雪
庵
の
羅
漢
図
に
就
て
」『
國
華
』
第
三
三
三
号
、
一
九
一
八
年
二
月
、
二
五
五
頁
。
（
136
）  
無
外
子
「
趙
子
昂
筆
八
駿
図
に
就
て
」『
國
華
』
第
四
三
五
号
、
一
九
二
七
年
二
月
、
三
五
頁
。
（
137
）  
「
子
庭
筆
石
菖
図
解
」『
國
華
』
第
四
〇
七
号
、
一
九
二
四
年
十
月
、
二
七
〇
頁
。
「
雪
窓
筆
蘭
石
図
解
」『
國
華
』
第
四
〇
〇
号
、
一
九
二
四
年
三
月
、
七
五
―
七
六
頁
。
瀧
拙
庵
「
蘿
窓
の
竹
鶏
図
を
観
て
」『
國
華
』
第
四
〇
六
号
、
一
九
二
四
年
九
月
、
二
三
一
―
二
三
四
頁
。
（
138
）  
（
章
彡
子
）「
陸
仲
淵
筆
十
王
図
解
」『
國
華
』
第
三
七
一
号
、
一
九
二
一
年
四
月
、
三
五
六
―
三
五
九
頁
。「
陸
四
郎
筆
羅
漢
図
解
」『
國
華
』
第
四
五
九
号
、
一
九
二
九
年
二
月
、
四
〇
頁
。
（
139
）  
（
獅
崎
庵
）「
蘆
葉
達
磨
図
解
」『
國
華
』
第
三
九
〇
号
、
一
九
二
二
年
十
一
月
、
一
五
二
―
一
五
九
頁
。
（
140
）  
瀧
精
一
「
元
人
雪
庵
の
羅
漢
図
に
就
て
」『
國
華
』
第
三
三
三
号
、
一
九
一
八
年
二
月
、
二
五
三
頁
。
（
141
）  
注
（
131
）
に
同
じ
。
後
年
、
そ
の
画
は
「
我
国
に
古
く
伝
へ
た
王
蒙
画
中
の
珍
迹
」
と
評
さ
れ
た
。
蘭
堂
生
「
王
蒙
の
泉
声
松
韻
図
に
就
い
て
」『
國
華
』
第
四
四
一
号
、
一
九
二
七
年
八
月
、
二
一
五
頁
。
（
142
）  
瀧
精
一
「
沈
啓
南
九
段
錦
画
冊
に
就
て
」『
國
華
』
第
四
九
五
号
、
一
九
三
二
年
二
月
、
三
三
―
三
四
頁
。
（
143
）  
「
黄
慎
筆
雪
景
山
水
図
」『
國
華
』
第
二
七
〇
号
、
一
九
一
二
年
十
一
月
、
一
二
〇
頁
。
（
144
）  
拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」、
一
〇
―
一
一
頁
。
（
145
）  
同
前
、
一
〇
、
一
三
頁
。
（
146
）  
（
節
庵
）「
呂
紀
の
花
鳥
画
」『
國
華
』
第
三
二
八
号
、
一
九
一
七
年
九
月
、
九
七
頁
。
（
147
）  
（
帰
鞍
子
）「
沈
南
蘋
筆
花
鳥
図
」『
國
華
』
第
三
二
六
号
、
一
九
一
七
年
七
月
、
三
七
頁
。
（
148
）  
「
戴
文
進
筆
夏
景
山
水
図
」『
國
華
』
第
二
六
五
号
、
一
九
一
二
年
六
月
、
三
二
一
頁
。
（
149
）  
「
石
鋭
筆
金
碧
楼
閣
山
水
図
」『
國
華
』
第
二
三
〇
号
、
一
九
〇
九
年
七
月
、
一
二
頁
。
（
150
）  
「
藍
瑛
筆
秋
景
山
水
図
」『
國
華
』
第
三
〇
三
号
、
一
九
一
五
年
八
月
、
四
六
―
五
一
頁
。
（
151
）  
「
王
建
章
筆
川
至
日
升
図
」『
國
華
』
第
三
〇
四
号
、
一
九
一
五
年
九
月
、
七
三
頁
。
（
152
）  
「
張
瑞
図
筆
月
夜
図
解
」『
國
華
』
第
五
〇
七
号
、
一
九
三
三
年
二
月
、
五
〇
頁
。
（
153
）  
「
陳
賢
筆
釈
像
図
巻
解
」『
國
華
』
第
五
六
八
号
、
一
九
三
八
年
三
月
、
六
九
頁
。
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（
154
）  
（
青
衫
子
）「
江
稼
圃
筆
山
水
図
」『
國
華
』
第
三
四
九
号
、
一
九
一
九
年
六
月
、
四
四
六
―
四
五
一
頁
。
（
155
）  
「
伝
胡
直
夫
筆
出
山
釈
迦
図
」『
國
華
』
第
二
七
五
号
、
一
九
一
三
年
四
月
、
二
五
二
頁
。
（
156
）  
「
梁
楷
筆
六
祖
図
」『
國
華
』
第
二
八
九
号
、
一
九
一
四
年
六
月
、
三
二
二
頁
。
（
157
）  
「
伝
牧
谿
筆
水
墨
柳
燕
図
」『
國
華
』
第
二
四
二
号
、
一
九
一
〇
年
七
月
、
八
頁
。
「
伝
玉
澗
筆
山
市
晴
巒
図
解
」『
國
華
』
第
四
二
九
号
、
一
九
二
六
年
八
月
、
二
一
四
頁
。
（
158
）  
「
牧
渓
白
衣
観
音
図
」『
國
華
』
第
二
六
五
号
、
一
九
一
二
年
六
月
、
三
二
一
頁
。
（
159
）  
「
雪
窓
筆
蘭
石
図
解
」『
國
華
』
第
四
〇
〇
号
、
一
九
二
四
年
三
月
、
七
五
頁
。
（
160
）  
「
因
陀
羅
筆
寒
山
拾
得
図
解
」『
國
華
』
第
四
一
九
号
、
一
九
二
五
年
十
月
、
三
〇
四
頁
。
（
161
）  
「
元
人
蘭
竹
猫
図
解
」『
國
華
』
第
五
六
三
号
、
一
九
三
七
年
十
月
、
三
〇
五
頁
。
（
162
）  
「
文
化
財
関
係
法
令
等
（
三
）　
国
宝
保
存
法
」『
文
化
財
保
護
法
五
十
年
史
』、
四
九
六
頁
。
（
163
）  
『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』
文
化
財
保
護
委
員
会
、
一
九
六
〇
、
四
七
―
四
九
頁
。
（
164
）  
馬
遠
筆
寒
江
独
釣
図
（
第
二
三
号
）
及
び
銭
選
筆
桓
野
王
図
（
第
六
六
号
）
の
『
國
華
』
掲
載
当
時
の
所
蔵
者
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
前
者
は
『
真
美
大
観
』
第
一
三
冊
（
日
本
真
美
協
会
、
一
九
〇
六
）
で
井
上
馨
蔵
で
あ
り
、
後
者
は
川
崎
芳
太
郎
編
『
長
春
閣
鑑
賞
』
第
四
集
（
國
華
社
、
一
九
一
四
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
165
）  
「
文
化
財
関
係
法
令
等
（
四
）　
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律
」『
文
化
財
保
護
法
五
十
年
史
』、
四
九
六
頁
。
（
166
）  
『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』、
六
九
―
七
〇
頁
。
（
167
）  
「
国
宝
の
海
外
搬
出
禁
止
に
関
す
る
建
議
」『
國
華
』
第
五
五
四
号
、
一
九
三
七
年
一
月
、
三
四
―
三
五
頁
。
（
168
）  
「
国
宝
と
重
美
」『
國
華
』
第
六
三
八
号
、
一
九
四
四
年
一
月
、
二
六
頁
。
（
169
）  
『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』、
七
三
―
七
四
頁
。
（
170
）  
『
財
団
法
人
尾
張
徳
川
黎
明
会
設
立
趣
意
書
及
寄
附
行
為
』
尾
張
徳
川
黎
明
会
、
一
九
三
二
。
（
171
）  
「
最
近
開
設
の
二
美
術
館
」『
國
華
』
第
五
四
二
号
、
一
九
三
六
年
一
月
、
三
二
頁
。
（
172
）  
『
展
観
目
録　
第
一
回
』
陽
明
文
庫
、
一
九
三
九
。
（
173
）  
「
根
津
美
術
館
の
開
館
」『
國
華
』
第
六
一
四
号
、
一
九
四
二
年
一
月
、
三
四
頁
。
（
174
）  
「
根
津
美
術
館
第
二
回
展
観
」『
國
華
』
第
六
二
〇
号
、
一
九
四
二
年
七
月
、
二
二
三
―
二
二
四
頁
。
（
175
）  
「
青
山
荘
清
賞
支
那
画
篇
」『
國
華
』
第
六
三
一
号
、
一
九
四
三
年
六
月
、
一
九
六
頁
。
（
176
）  
「
大
倉
集
古
館
蔵
の
十
六
羅
漢
図
解
」『
國
華
』
第
五
二
七
号
、
一
九
三
四
年
十
月
、
二
八
一
―
二
八
二
頁
。
（
177
）  
「
帝
室
御
物
雪
窓
蘭
竹
図
解
」『
國
華
』
第
四
八
三
号
、
一
九
三
一
年
二
月
、
四
九
頁
。
（
178
）  
「
帝
室
御
物
伝
牧
谿
筆
蕪
菁
図
解
」『
國
華
』
第
四
八
九
号
、
一
九
三
一
年
八
月
、
二
三
四
―
二
四
一
頁
。
な
お
来
歴
の
異
説
に
つ
い
て
は
、
山
本
実
彦
『
川
崎
正
蔵
』
吉
松
定
志
、
一
九
一
八
、
二
六
九
―
二
七
一
頁
。
太
田
彩
「
伝
牧
谿
筆
「
蘿
蔔
蕪
靑
図
」
の
伝
来
を
考
察
す
る
」『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要
』
第
九
号
、
二
〇
〇
二
―
二
〇
〇
三
、
二
一
―
三
〇
頁
。
（
179
）  
今
日
で
は
、「
雑
華
室
印
」
は
六
代
将
軍
足
利
義
教
の
鑑
蔵
印
、「
善
阿
」
印
は
足
利
義
満
に
仕
え
た
同
朋
衆
善
阿
弥
の
鑑
蔵
印
と
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
豊
三
「
室
町
殿
行
幸
御
飾
記
」
と
雑
華
室
印
」『
東
山
御
物
│
「
雑
華
室
印
」
に
関
す
る
新
資
料
を
中
心
に
』
根
津
美
術
館
・
徳
川
美
術
館
、
一
九
七
六
、
一
〇
九
―
一
二
四
頁
。
山
本
泰
一
「
足
利
義
満
時
代
の
善
阿
弥
と
鑑
蔵
印
に
つ
い
て
」『
室
町
将
軍
家
の
至
宝
を
探
る
』
徳
川
美
術
館
、
二
〇
〇
八
、
一
七
〇
―
一
七
八
頁
。
（
180
）  
「
西
金
居
士
筆
羅
漢
図
解
」『
國
華
』
第
五
八
〇
号
、
一
九
三
九
年
三
月
、
八
一
頁
。
当
時
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
、
井
手
誠
之
輔
「
作
品
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
画
108　
家
の
実
存
│
西
金
居
士
筆
、
張
思
恭
筆
と
さ
れ
る
仏
画
の
場
合
」
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
う
ご
く
モ
ノ
│
「
美
術
品
」
の
価
値
形
成
と
は
何
か
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
、
二
四
八
―
二
五
六
頁
。
（
181
）  
王
原
祁
筆
南
山
積
翠
図
（
第
五
四
七
号
、
内
野
晋
蔵
）
及
び
王
鑑
筆
雲
壑
長
松
図
（
第
五
四
八
号
、
同
前
）
は
漢
学
者
の
内
野
皎
亭
の
旧
蔵
品
で
あ
る
。『
皎
亭
文
庫
内
野
家
並
某
家
蔵
品
入
札
』
東
京
美
術
倶
楽
部
、
一
九
三
六
年
六
月
二
十
二
日
入
札
、
一
一
、
一
八
番
。
ま
た
、
釈
道
濟
筆
盧
山
観
瀑
図
（
第
四
九
三
号
、
住
友
寛
一
蔵
）
は
桑
名
鉄
城
（
表
13
参
照
）
の
旧
蔵
品
で
あ
る
。
実
方
葉
子
「
住
友
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
中
国
絵
画
鑑
賞
と
収
集
の
歴
史
〔
資
料
編
〕」、
二
六
―
二
七
頁
。
（
182
）  
「
李
在
筆
夏
景
山
水
図
解
」『
國
華
』
第
五
二
四
号
、
一
九
三
四
年
七
月
、
一
九
六
―
二
〇
三
頁
。
（
183
）  
高
橋
龍
雄
『
茶
道
名
物
考
』
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
一
、
二
―
三
頁
。
（
184
）  
同
前
、
五
三
―
七
一
、
八
二
―
八
三
頁
。
（
185
）  
同
前
、
七
二
―
七
三
頁
。
（
186
）  
茶
入
・
茶
碗
の
「
新
し
い
名
物
の
秩
序
」
が
前
出
の
『
大
正
名
器
鑑
』
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』、
二
六
八
頁
。
（
187
）  
瀧
精
一
「
日
本
美
術
の
進
展
」『
國
華
』
第
六
〇
〇
号
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
、
三
一
四
―
三
一
五
頁
。
（
188
）  
「
崋
山
先
生
百
年
忌
」『
國
華
』
第
五
九
九
号
、
一
九
四
〇
年
十
月
、
三
〇
七
頁
。
「
渡
辺
崋
山
先
生
錦
心
図
譜
の
発
行
」『
國
華
』
第
六
一
一
号
、
一
九
四
一
年
十
月
、
三
三
一
―
三
三
二
頁
。
（
189
）  
瀧
精
一
「
日
本
美
術
と
支
那
美
術
（
上
）」『
國
華
』
第
六
一
四
号
、
一
九
四
二
年
一
月
、
四
―
九
頁
。「
美
術
教
育
と
人
格
陶
冶
」『
國
華
』
第
六
四
五
号
、
一
九
四
四
年
八
月
、
二
三
七
頁
。
瀧
は
こ
の
「
人
格
尊
重
」
を
東
洋
に
固
有
の
現
象
と
み
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
人
格
」
は
む
し
ろ
あ
ら
ゆ
る
芸
術
に
精
通
し
た
「
万
能
人
」
的
存
在
を
連
想
さ
せ
る
。
付
記
　
本
論
の
内
容
の
一
部
は
、
二
〇
一
一
年
七
月　
科
研
費
補
助
金
基
盤
（
Ａ
）「
東
洋
的
価
値
観
の
許
容
臨
界　
異
質
な
思
想
・
芸
術
造
形
の
国
際
的
受
容
と
拒
絶
」
第
三
分
科
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
於
東
京
工
業
大
学
）
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
。
